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様式第１号（第３条関係） 
【公 開 用】 



（協議経過） 

事務局勝田（障がい福祉センター） 

 皆様ご多用のところご参加いただきあり

がとうございます。 

 これより地域自立支援協議会第１回こど

も部会をはじめさせていただきます。 

 ―資料確認― 

 発言内容については、会議内容等を議事

録を公開します。議事録作成のため録音を

しております。ご了承ください。 

 

開会挨拶 

江連委員（障がい福祉センター） 

 皆さんこんにちは、４月から所長に着任

した江連です。 

 自立支援協議会は、昨年度リニューアル

スタートし、こども部会は昨年度５回の議

論を重ね多くの意見を頂戴いたしました。

昨年度現状の課題などの抽出が出来たとこ

ろで、具体的な解決策などを目指していく

ところに一歩踏み出せるかと思っていま

す。今日は２時間の会議となりますが、活

発なご議論いただけたらと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局勝田（障がい福祉センター） 

新しく委員になられた方の紹介です 

あやせ保育園上原園長です。よろしくお

願いします。 

足立保健所中央本町地域・保健総合支援

課 地域保健係 保健師の中村係長です。

よろしくお願いします。 

 

申し遅れましたが、私は本日の司会を務

めます、障がい福祉センター幼児療育係長

勝田です。よろしくお願いします。 

本日はお休みのご連絡を多くいただいて

おり、委員の方が少なくなっていますが、

このメンバーですすめさせていただきま

す。 

 では、早速議事に入りたいと思います。

議事の進行、加藤部会長よろしくお願いし

ます。 

 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

皆様におかれましては、梅雨時のうっと

うしい中お集りいただきありがとうござい

ます。 

昨年から新たに立ち上がった部会で、昨

年５回会議を開催いたしました。今日が２

年目の第１回になります。これから、２年

目の任期をどう展開し、成果を出していく

か、中身の濃い議論を３月までに実施して

いくことになろうかと思います。よろしく

お願いします。 

 先日５月３０日、本会議が実施されまし

た。本会議は６部会の活動報告が紹介され

共有されました。 

 他の部会は年２回、３回でした。年２回

で何が議論できるかわかりませんが、こど

もが厳しい状況は足立区でも例外ではな

く、地域のこどもたちが健やかに育って欲

しいということでは、区内の関係機関がも

っともっと連携し、協力して、お互いの良

さをいかしながらサポートをしていく機能

をしっかり確認し、拡大させていかなくて

はと切実に思っています。そのあたりが昨

年度５回の開催で共有できたと思っていま

す。今年ももう７月ですが、可能な限り、

会議を開催しながら、しっかりとした議論

を積み重ね成果を出していきたいと思いま

す。 

様式第２号（第３条関係） 



 事務局で用意していただいた資料、報告

書は見ておいていただいいて、私のほうで

用意した資料がありますので、こちらをご

覧ください。 

 まず、２月５日、昨年度の５回目が終わ

って、その後、半年近く時が経ち、それぞ

れの皆さんの持ち場でのこどもの様子など

共有できたらと思います。また、昨年度情

報共有しましたが、その流れで、それぞれ

の中で今どんなことが関心事かということ

で提出いただいたキーワードの中で、機関

連携が大事、うまくいっていない、という

ことが多くの委員から提出されたと思いま

す。それと虐待の問題。今の時代無視する

わけにはいかない政治的課題でもありま

す。支援者のスキルアップ。制度の変化、

技術のバージョンアップしている中、人材

育成が大事ではないか、などが広く出され

た意見だったかと思います。それに防災問

題、わが国においては、地震、台風、天

災、人災がありますが、発生したとき、辛

い思いをしている人の中に、こども、ハン

ディをかかえて生きている人たちこそが、

厳しい状況に置かれてしまっている実態が

あるかと思います。この問題を足立区でど

うするか。あるいは不登校、これも教育界

では大きなテーマで、足立区でも約１００

０人いると聞きますが、それも氷山の一角

でもっといると思います。この子達はどう

しているか、我々はどのようにコミットで

きるのか、学校だけの問題ではないのは明

らかです。それと、多文化、少子化傾向の

なかで、日本人ではない、日本文化に馴染

んでいない方が身近なところで生活され、

その傾向はますます増すと思われるなかで

どう共生していくか。まして、そこにこど

もを抱えた場合、より大変かと思います。

私のところにも１３か国の方の両親のどち

らか、もしくは両方の国籍が違う方がいる

実態があり、コミュニケーション一つとっ

ても大変なところがあります。それから相

談窓口、いろいろな疑問、悩みを抱えたと

き、どこに行っていいかわからない、たら

い回しにされる、など苦情、不満をよく耳

にするところです。行政的には十分出来て

いるというかもしれませんが、必ずしもそ

うなっていないところがあります。さらに

は、障がい者理解、保護者支援、家族支

援、啓発、障がい理解にからむと思います

が、地域の差別意識などがまだまだ大き

い、その辺の解消をどうするか、我々が取

り組まなくてはいけないテーマだと思いま

す。 

これらを一度に、相互に関係はしていま

すが、切り分けて、順序、優先順位をつけ

て取り組んでいこうと思います。 

昨年度の最後に挙げられた課題から、課

題の緊急度、悩ましいものを３つ提案して

もらいました。そのなかから優先順位をつ

けていこうと取り上げているのが、資料中

青で示したものかと思います。最終的には

この中のどれかを、ということで、昨年度

の５回目で連携に取り組むことで締めくく

られたと思います。皆さんの機関等でどん

な連携がされているのかを図式を出してい

ただいて終わっているかと思います。今後

これをどう詰めていくのか、結果として、

大きなテーマの機関連携を機能的に連携す

るためには、何を共有し、認識すればいい

かというところの議論をつめていければと

思います。 

 わたくしがたまたま「どうかな」と思っ



たのが、具体的なカンファレンス、実際会

議に出ているお子さん、家族がある中で、

個人情報もありますが、そのあたりを加味

しながら、具体的に状況を共有しながら、

自分のところであればどんなことが出来る

のか、それぞれの立場の違いを明確にしな

がら、一緒に考えられたらと。お互いの違

いを知り、そこを超えてどんな協力が出来

るのか、違いがあるのを前提にして。そこ

に向けて、それが一つ、二つになるかわか

りませんが、具体的に議論してはと思いつ

いたところです。 

 それは、何かということで、お持ちした

国の資料です。内閣府こども子育て本部か

ら出た資料で本編は２００頁以上ありま

す。今日の話のからみで、確認共有できた

らいいなと思うようなことをかいつまんで

出してきたのが最初の４ページまで、注目

したいのが、子育て世代包括支援センタ

ー、ある意味、これがこれからの子育て支

援のポイントになると思います。次の５頁

から、８頁に、２月、退職された元事務次

官に講演を依頼したときの資料より抜粋し

たものです。中には既にご案内した資料も

含まれております。ざっとみると問題意識

として、ここで議論したこととなんら違っ

ていない、国、関係者が考えていることと

同じ線上に乗っている。関係機関の連携は

この資料に何回出て来るか、すべてのペー

ジに出てくるのではと思う位、あちらこち

らに散りばめられています。もう一つは、

前回皆様にまとめていただいた話の図、自

分たちの機関がどういう機関とつながって

いるか、あれはハードな部分、これも大事

ですが、それだけではないですよね。ネッ

トワークの中に入っているこどもたち家族

も課題を抱えている。ハードであるのは大

事で基本ですが、あるのは必要条件ではな

く十分条件ではない、十分条件に高めるた

めにはどうしたらいいかが議論の中心にな

ってくるかと思います。 

 資料の中にあるように、そこにいろいろ

な制度が載ってくる。横、縦、斜めに。の

っかかっているものの制度、そのあたりを

考えるのがいいかなと思って持ってきた資

料です。 

 これだけ膨大な、こども子育て新制度、

平成２４年に始まった法律ですが、そこに

うたわれているのは、全てのこども子育て

家庭を対象。ところが、ネグレクト、虐待

が堂々と行われている。それはダメだろう

ということで、最終的にはガイドラインで

障がいのことに触れていますが、６月に新

制度が出てきたのは消費税増税に伴う２％

の増収分、それを制度化するために多少手

直しして、質量の充実を図るとして出して

きています。それについては、奇しくも元

事務次官も同じようなことをいっている。

関係図の上に乗っかっている様々な制度、

気になっているところです。例えば、３ペ

ージ下の放課後こども総合プランの現状、

ここで打ち出されている中身が足立区では

どうなっているかよくわからない。最終的

にこれからこども関連で目指すべき落とし

どころで、４ページの子育て世代包括支援

センターだと思っています。こどもをモザ

イク的に切り刻んでやっていくのはありえ

ません。インクルーシブというなら、どん

なニーズを持っているこどもでも地域で包

括的な支援が受けられる、これが人材的理

由含め、網羅して包括的にやるのが今の流

れからするとそうかと。障がい児支援機関



は、最初は記載がなかった。言わないとダ

メ、足立区でも２００～３００人のこども

がニーズを持って生まれて来る、そのこど

もたちを抜きにして包括的などと言ってい

いのかと思います。これを入れてください

と言って入れてもらった。そういう意味で

は２０２０年末までに全国展開を目指す、

と言っている訳です。そういう意味で動い

ていくと思います。あと１年ちょっとしか

ない訳です。その一方で、次の５ページ、

障がい児の地域支援体制の方向性、言って

いることは重層的、等しく減っている。そ

の下の図も同様です。それが、図示される

前に７０頁の文章を完結にまとめたのが６

ページ。縦横の連携。ここに児童相談所が

重要な位置づけになっている。その下にも

利用者支援事業、地域における縦横連携を

進める体制作り、利用者支援事業との連

携、みんながあちらこちらで似たようなこ

とを言いながら、収斂している。４番目に

自立支援協議会の活性化も全国共通の話題

のようです。サポートファイルの活用、こ

れも空中分解しているところがある。もう

一つ大きなものが、保護者の気づきの段階

からの支援、２４年の時の在り方検討も目

玉と位置付けていると思っていますが、手

帳主義、診断主義ではなく、保護者が悩み

を持った瞬間からしっかりサポートするこ

とが大事になることが強調されているかと

思います。７頁の障がい支援に関するガイ

ドライン、これは出来ていて今回見直しが

図られる予定です。社会的養護、入所関

係、これについても厚労省で検討会を開催

中です。年内に方向性が出るかと思いま

す。障がい児支援の計画的進展のための関

連部門の連携、この辺りは不可避的な、

我々がとんちんかんな議論しているわけで

ないことを確認したいと思っています。 

 結果としてもうひとつ、本会議で足立区

には、いろいろな関係図に象徴されるよう

に、いろいろな関係機関があって、いろい

ろにつながっている事実があります。資源

に恵まれた地域ではある、でも現実本当に

そうか。色々なことを考えなくてはいけな

いが、コーディネートするマネージャーが

いない。一組の親子が困り感を持って生き

ている時、それを様々な機関とつなげてく

れる、全体的に俯瞰する人がいない。それ

らがうまく支援を多次元、多元的に必要と

する家庭に繋げられているかとなるとちょ

っと怪しい。そこをどうするか。箱ものは

それなりにあるのははっきりしています

が、そこの機能、ソフトを、どのように動

かすか、というのが課題ではないかと。そ

ういう意味でも連携は時の話題に乗ってい

ると思ったりしました。 

 これから各会２時間、４回、５回とやっ

ていただけるかどうかですが、この機会に

きざしを一歩でも二歩でも踏み出したとこ

ろでこの会が終われたらいいなと思いま

す。 

 今日提供した資料などをご覧いただきな

がら、今後の進め方というところで、皆さ

んご意見を言っていただいて、次回どうす

るかという方向にまとめていきたいと思い

ます。 

 その前にせっかくお持ちいただいた、城

北特別支援学校の資料、キャリア支援マッ

プの説明をいただけたらと思います 

林田委員（城北特別支援学校） 

 今日話題提供ということで、我が校で使

っているものです。昨年度からこの会議に



出させていただき、縦横の連携、あるもの

を可視化することが大事だと思っていたと

ころです。これは平成２８、９年に作った

ものです。こどもたちが学校で過ごす１２

年間を見通せるものがあるといいというこ

とや、竹内委員からも先々の事が分からな

くて不安ということを言っていただき、改

良を重ねて作っているもので、案とついて

います。 

 新しいものを始めるのではなく、学校で

行っていること、地域の事などを入れこ

み、横軸に時間軸、縦軸にこどもの成長を

雑駁に書いています。それからこどもを取

り巻く生活、地域、福祉、医療、保護者支

援の方向性を縦軸に取っています。肢体不

自由の特別支援学校はお子さんの身体面、

知的面などの実態がバラバラで、教育課程

も時間割が３つあります。教育課程の違い

にこだわらず、この年齢では大事な事と思

うことをまとめています。学校生活もいろ

いろな場面があります。担任も小学部はじ

っくり見てくれたが高等部はなかなかなど

や、学校から施設に行くと狭くて等、その

理由などを説明できるようにしています。

学校は授業だけでなく行事も、副籍交流、

保健行事、進路の取り組みも段階的に示し

ています。学校内も年度毎でみていくの

で、引継ぎがうまくいかなかったりするの

で書き出していいます。地域支援では、福

祉の担当者との面談時期、教育、福祉の制

度の違い、地域のこと、医療のこと、保護

者との連携ツールも、身の回りにあること

がすべてツール。資源の方向性も、いろい

ろなことを思って書いたものです。まず担

任が活用し、個人面談のときに説明で使っ

ています。保護者の方たちにもPTAで出て

くれた保護者に配ったりしています。身近

にあるものをまとめるだけでいろいろなも

のが見えてくる。結構うちの学校では使わ

れていて、校内研究、キャリア支援、育て

たい力を、いつどのようにつけていくかの

指標となっています。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 ありがとうございました。A４シート１

枚にものすごい情報が落とし込まれていま

す。こういうものはどこまで共有されてい

ますか。南花畑特別支援学校との共有は。 

林田委員（城北特別支援学校） 

教員には全部おろしています。A４版１

枚に入っているのがみそです。南花畑との

共有はされていないです。来年度学園にな

った時引き継がれるかの保証はないです。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 絶対あったほうがいいと思いますね。狩

野先生いかがですか。 

狩野委員（鹿浜菜の花中学校） 

 ニーズ自体はあれば、公立中学校でも使

えると思います。現状こういうものはうち

の学校にはありません。こういうものがあ

れば、面談などでも可視化できて、保護者

への話しをするときのツールとしていいと

思う反面、作るのが大変、簡単ではないと

も思います。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 いったん作ってしまえば微調整でやって

いけるかとも思います。通常校ではないの

ですか。 

林田委員（城北特別支援学校） 

 実はこれは、私の住んでいる草加市で、

幼保小中連携をやっていて、うちのこども

がもってきた１枚の紙がベースになってい

ます。例えば健康診断の記録を９年間統一



していたなど。それで作ってみようと思っ

たのがはじめです。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 共通理解のツールとして。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

幼保連携というあたりで、作ったりして

いるところはあるが、高校、卒後まで見通

したものは多分無い。就学相談の中で将来

をイメージしてもらうことは大事。保護者

の方はどうしても目の前の入学に目がいっ

てしまう。見えるものがあるといい面があ

る、と話を伺って思いました。全体を俯瞰

しているものはこれから必要と思います。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 当座の課題は一生懸命考えるにしても、

ライフサイクルや地域全体の関係を見通し

た俯瞰図はなかなかない、誰がそれをやる

のかとなってくると、縦割り行政の中で、

横串を通すことが大切です。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 足立区長も日頃から、横串を通すといっ

ておりますので、これからの宿題と思いま

す。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 障がい、白か黒か、と分けるのではな

く、グラーデーションのなかで存在してい

るので、一体的な中でやっていくと連携し

やすいと思います。これは貴重な資料と思

います。出来たら教育関係、就学前もあっ

ていいですね。 

林田委員（城北特別支援学校） 

 そうですね。就学前ももっと細かくある

といいと思います。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 育成会がつくっている療育手帳みたいな

ものもありますね。昔からいわれています

が、資料が次に繋がっていないところがあ

ります。本来は当事者のもの、所有権があ

るものです。そこで完結して繋がらない。

当事者のプライベートの情報でも、どんな

支援をどんな関係があったのか、その子の

一生が時間軸で繋がっているものが、当事

者が持っていて、必要なとき必要なだけ開

示して、支援を受けるようなのが理想か

と。昔は紙で膨大な量がありましたが、そ

のうちICチップとかになるかと思います

が、必要な時に取り出して活用する。小学

校のときにどんなサポートを受けていたの

か、など一目瞭然、でも現実にはそれをや

ろうとするのは大変です。結局情報が得ら

れない。 

江連委員（障がい福祉センター） 

２０歳になり、年金取得をしたい、その

時の情報を知りたいと問合せをいただくこ

とがあるが、公文書の保管年限で既に廃棄

されていることがある。必要な時に取り出

せる同じ情報があるといい。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

この情報は当事者のもの、自分のもので

す。連携というところで情報の共有は重要

キーワード。皆さんいろいろ苦労されてい

る。管理、保存、共有、開示、いろいろな

シチュエーションがある。いまは部署ごと

に死蔵されている。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

今、学校の健診データなどをデータ化し

て繋げていこうとして動いています。結局

本人情報といいながらも、本人が持ってい

るのも難しい。行政として持っていて、必

要な時に出される形になればと思っていま

す。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 



私が知っている例で、北海道北斗市はこ

うしたデータをルーズリーフで一人一人持

っている。自分のデータを必要な時、必要

なものだけをそこに残し、残したくないも

のは外して開示している。 

江連委員（障がい福祉センター） 

情報連携だと同じシステムでできるわけ

ではないので、そうしたものがあると、関

係機関のなかで共有しやすい。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

庁内で検討して、作ろうかと思ってい

る。ルーズリーフ形式のものは、ネットワ

ーキングさんでも取り組んでいるとも聞い

ています。みんなで出来る物を作っていこ

うと話しています。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

この時代ですので、膨大なデータが蓄積

も検索もしやすいですが、そういう意味で

は、技術的にも、ハードソフト両面で、日

進月歩で発展していくと思いますので、皆

でコンセンサスを持って、そういうことに

抵抗する人ももちろんおられますので、い

ろいろな場で話題になることが大事かと思

います。 

今のお話しは連携において大事な話題か

と思います。 

連携について今の段階でお考えになって

いることがあれば発言願います。 

寺山委員（足立つくし幼稚園） 

 情報の共有、情報が誰に属するのかで思

い出したことがあります。 

 あしすとでお子さんが発達検査を受け

て、その結果を持ってきたのですが、お母

さんはその情報を共有して欲しい、でもあ

しすとの職員からその結果はコピーしない

でくださいと言われたと話されたことがあ

りました。その情報はあしすとに属するも

のではなく、個人に属するものです。結

果、原簿を参加者にまわして共有するに留

まり、いただいた資料なのに残念に思いま

した。保育園でも３年間の流れがある。発

達の軌跡が見られないので残念と思ったこ

とがありました。公立的なもの個人情報の

扱いの難しさもある。児相から虐待に関し

ての問い合わせも非常に多いですが、その

場合も、共有するのが義務と思いますが、

どこまで言っていいのか。提供する側、受

け取る側、共に個人情報の扱いが難しいと

ころはあります。 

事務局浅輪（障がい福祉センター） 

 あしすとからの検査結果、保護者に渡し

たものは、その先どう使うのかは保護者の

判断になります。 

オブザーバ長谷川 

（こども支援センターげんき） 

げんきも同じです。 

寺山委員（足立つくし幼稚園） 

 この例では職員さんが確かにこのように

話しておりました。保護者に誤解のないよ

うにお伝え願いたい。 

事務局浅輪（障がい福祉センター） 

内部で周知徹底いたします。 

江黒委員（手をつなぐ親の会） 

 その保護者の考え等、色々あると思う

が、自分のこどもの情報を共有してもらい

たい方もいるが、開示したくない、検査は

して欲しいが、自分の中で結果を受け入れ

られていない場合は、公表、分かってもら

おうという意識がない保護者もいる。検査

はして欲しいが、そのあとの支援はまだち

ょっと受け入れられない。それだけの情報

を、知ってもらう、機関が知っているとな



っている時、保管の保証、どう預かっても

らえるかがある。現在、障がい者の名簿を

防災目的で、警察、民生委員にお渡しして

いますが、実際の災害時には民生委員の方

は例えば土嚢つみなどを求められていたり

して、障がい者の手助けをしてくださいと

は言われていないと聞くので、何のために

その名簿を民生委員に預けているか、また

それがどのように管理されているか。それ

がきちんと利用されていない、保管されて

いないところも事実。そういうところがあ

って、情報の共有はしてもらいたいが、ど

う利用され、保管され、支援につながって

いくのかの見通しがわかるといい。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 よく色々の場でケースカンファレンスを

したりするとき、その場で資料が配布され

ますが、全部番号が振られ、終了後回収さ

れてしまうことが経験としてあります。 

 こうした資料もある程度共有はできるの

ではないか。職員のモラルの問題かと。私

たちは常に個人情報にまみれ仕事をしてい

る。職業上モラルの上で活用していくのは

前提のはずですが、そのハードルが下がっ

てしまい、流れてしまうリスクはある。職

員には何時も「我々は個人情報のなかで仕

事している」と言っています。怖い時代に

置かれているのは確かで、一歩気を緩める

と矢面に立たされるリスクがあります。 

寺山委員（足立つくし幼稚園） 

 機関と利用者の信頼関係がなかなか築き

にくい。啓発が進んでいないかと。定期的

に職員も変わりますし、こどもの癖、生年

月日すべてが個人情報で、ほかのお母さん

に話すことでもないので、中で伝わるのも

時間がかかる。例えば民生委員さんが集ま

っていて、共通のコンセンサスがあるとは

思いますが、共有したくないけど、助けて

もらいたいから情報を出すといった考え方

など、啓発が進んでいないと思いました。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 個人情報は保護が必要とする反面、上手

に活用する必要もあります。どうすれば活

用できるかを検討し、その必要性など絶え

ず啓発していくことは必要かと思います。

信頼関係、ルールを大事にしてやっていく

ことが大事と思います。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 個人情報の開示については、民間の事業

所としてもルールがありますか。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 民間の事業所さんでもそれぞれルール化

しているはずです。忘れがちになることも

あるので、時々皆で改めて共通理解を確認

する必要があります。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 時々振り返りなどをしないと危ないです

よね。 

 保育園はいかがですか。 

上原委員（あやせ保育園） 

 たくさんの個人情報を抱えています。個

人情報を大事に扱う自覚、それを高めるこ

とが大事だと思います。 

 問い合わせが電話であった時は、必ず折

り返しをしています、なりすましなどもみ

えないこところがあるので、かなり神経を

使います。情報を外に提供する時は皆さん

のお話しを伺いながら、いろいろな保護

者、お子さんの顔が浮かびました。連携と

いう時、あるお母さんが妊娠の時から精神

疾患で支援を受けられ出産し、出産後もお

母さんだけでは養育が難しくお子さんは保



育園に入園し、送迎支援を受ける他、週に

何度かお食事の支援、居宅の掃除の支援を

受けている方がいます。お母さんの支援は

都からの支援、お子さんは区からの支援、

それを小出しに知ることになり、一度で全

体的に知ることができない。ある程度引継

ぎはあるが、こっちは保健所からの支援、

こっちはげんきからの支援と。子どもが一

番長く時間を過ごしている保育園が支援全

体をイメージできていないことがある。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 今の制度では、コーディネート機能がな

く、対象者が自分自身で対応する必要があ

るが、自分自身でコントロールするのも現

実難しい。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 今の時代、自己責任と語られる反面、本

人の負担、ストレス、その中で抜けてしま

っていることが多いと思います。昔は、そ

う多くはなかったが、最近は本当に多い。

こども以前に親の問題を整えないと命に係

わるなども。 

オブザーバ中村（中央本町保健センター） 

 今の話、妊娠期から保健師が関わってい

たと思いますが、どうしてもお母さんを中

心に支援しているので、妊娠し、出産、産

後、そのお子さんが保育園にお世話になる

が、お子さんの保育園までお声がけが不足

がちになっていたと反省しています。どう

いう状況かなどは関わっている機関で共有

しないと、と改めて感じたところです。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 関わるところが多くなると誰が中心にな

るかと難しくなりますね。どうやったらベ

ストなのか、悩ましいところがある。 

オブザーバ中村（中央本町保健センター） 

 誰が支援の中心になるかもその方の状態

によって変わる。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 一機関、一個人で完結するのは難しい。

支援会議がさっと開かれ、それぞれが託さ

れた役割を果たす即応性、スピード感が求

められていると思う。しかし、そこに民間

と公立機関が一緒になるとき、民間がキー

パーソンになりにくい。もっとフランク

に、機動的になるといい。課題状況によっ

て、キーパーソンはケースケースで異な

り、時間的経緯でも変わってくる。お互い

にそれが認めあえる、許しあえる関係性が

あるとしやすい。 

オブザーバ中村（中央本町保健センター） 

 重なり合う支援、支援の関わりでの“の

りしろ”がいっぱいあればいいと思いま

す。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 それがさっきの重層的、それがまさにそ

うだと思います。そのようなことも、ここ

ではそういう合意があっても、現実はぎく

しゃくしているところがあり、結果として

お互いを批判しあってしまうことがある。 

内山委員（城北分園） 

 相談の部分では足立区内はかなり連携が

取れて来ていると思っています。保護者が

どこかに相談にいく、げんき、あけぼの、

うちに来るまでにいろいろなところに行っ

ています。今、様々な機関の相談員同士が

顔見知りになっていて、「こんな子がいる

が相談にいっていいか」などと事前に連携

が取れていることも多い。その場合は、コ

ーディネートする者がいなくても、相談員

同士の連携で対応できていることがあるな

ど、入り口のところでは連携は取れてきて



いる。ただそのあと、保育園に送り出して

終わりという感じで連携がぷつりぷつりと

切れている。個人情報の絡みもあってか、

そのあたりがうまく、こどもたちが中心に

なってうまく育つ連携ができるといいなと

思います。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 包括的利用者支援事業、足立区では関係

機関の連携、協同の体制作りはどうなって

いるでしょうか。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 これに載っているところでは、公立保育

園の部分は実施しています。専門の職員を

配置して、乳幼児期、子育てサロンを回っ

ての出張相談などもやっています。 

オブザーバ中村（中央本町保健センター） 

 保健センターも妊産婦支援のところでは

関わっています。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 すべてカバーできているかどうかと、保

育園に入園に絡むところが中心で、それ以

外も（カバー出来たら）という話がでてい

ます。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 地域で子育て中の保護者を、サポートす

る制度はいろいろありますよね。それはど

こが管轄として把握していますか。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 こども支援ですから、わたくしたちげん

きがとなりますが、ただ母子でお子さんが

もっと小さい乳幼児期となると、保健セン

ターになります。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

ライフステージごとにどういう機関、制

度があってと、その辺の絡みがわかると、

イメージができるかと、どこと連携すれば

いいのかなど、共有できると思います。 

上遠野委員（こども支援センター） 

ガイドブックとして冊子を配布していま

すが、障がい者支援のものではないので、

一般的なこと、もうちょっと支援が必要な

方向けのものを作るのかどうかですが。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 共通のものがいい、共通の一冊の中に障

がい児のことも入っているといい。 

上遠野委員（こども支援センター） 

 今でもちょこちょこと入っています。 

事務局勝田（障がい福祉センター） 

相談の窓口としてげんきの記載があり、

あけぼのさんも載っていたはず、入り口に

こういうところがありますよと。乳児期の

核となるのは保健センターで、案内が書か

れている。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 例えば利用者支援事業、これはなんの活

動でとか、どこかに載っていますか。 

オブザーバ長谷川 

（こども支援センターげんき） 

子育て支援の切り口で書かれているかと

思います。 

オブザーバ中村（中央本町保健センター） 

 ワードとしてはありますが、詳細までは

載っていないかと。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 親子に渡すものと、我々関係者が持って

いて、ハンドブックみたいな、そういう虎

の巻みたいなものがあるといいですね。 

オブザーバ長谷川 

（こども支援センターげんき）

オブザーバ中村（中央本町保健センター） 

 私たちはこれを活用しています。ただ、

記載内容が就学前が主ですので、就学後で



は不足はあります。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 例えば、放課後児童クラブ、文科省、放

課後こども教室、二種類あって、こういう

ものと放課後デイと、包括支援センターみ

たいなのを意識するとどうなるかなど。 

寺山委員（足立つくし幼稚園） 

 子育て世代包括支援センターは足立区で

の位置付けはげんきですか。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 ではないですね。妊娠前から産後ケアな

どという点ではどちらかというと保健セン

ターが近い。 

寺山委員（足立つくし幼稚園） 

 保健センターも区内は何か所かあってと

まどうこともある。 

 幼稚園児は３歳以上なので私たちはげん

きに連絡することが多いが、保健センター

はその住所地の管轄などの確認が必要なこ

とがある。ワンストップ的な窓口があると

いい。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 足立区としては子育て世代包括支援セン

ターということは意識しているか。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 妊産婦支援から始まるので、衛生部では

話題になっていると思います。 

オブザーバ中村（中央本町保健センター） 

 こういう情報は入ってはいます。 

上遠野委員（こども支援センターげんき） 

 国の言われていることとイコールという

のはなかなか難しい。法的にここが担当と

なりわかりにくいところがあります。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 あっという間に時間が過ぎてしまいまし

た。今日確認したいことは、初年度はそう

いった問題を抽出し、多岐に渡る、関連性

を持っていることは共有できたと思いま

す。２年目については、時間の制約もあっ

て、テーマを絞り込んで取り組むというこ

とで、連携ということをテーマにしていま

す。今日、多面的に共有させていただき、

次回から具体的に取り組んでいきたいと思

います。 

 色々な角度があるのはご案内の通りです

が、もう少し、リアリティを持って話すた

め、提案になりますが、次回以降はケース

検討に取り組んでみたらと思います。それ

ぞれの立場で次に何をすべきかが見えてく

るのではと思います。 

江連委員（障がい福祉センター） 

 個人名を伏せれば大丈夫かと思います。

色々な場で事例検討は行われていますの

で。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 （専門職等の）モラルとして守秘義務が

あるかと。 

事務局山崎（障がい福祉センター） 

 部会としては、個人情報を取り扱う場合

は、公開しない、周知しないということも

可能。また傍聴人がいる中で途中から個人

情報を取り扱う場合は、傍聴人に退席をし

てもらうという取扱も出来る。 

司会勝田（障がい福祉センター） 

 事例についてはどうしまょうか。取りま

とめの都合上、今月中に提出できるところ

があるか否か確認できるとありがたいで

す。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 では、次回、事務局の用意いただいた日

程、万障くりあわせてよろしくお願いしま

す。 



 ２か月開きますので、自分のところで抱

えている連携の話題にふさわしい方がいれ

ば事例として提供いただけたらと思いま

す。いなければうちからも出せますので。

次回はそれをベースに検討したいと思いま

す。 

司会勝田（障がい福祉センター） 

 事例については７月中に提供でお願いし

ます。 

渡辺義也委員（興野保育園） 

 クリスマスヴィレッジの青木氏という方

に自立支援協議会の話をしたところ非常に

関心を示され参加したいとの話がありまし

た。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 ぜひ参加いただいていいと思います。 

事務局山崎（障がい福祉センター） 

 委員は要綱で決められておりますが、こ

の部会として意見を求めるということでの

オブザーバ参加なら可能です。 

加藤部会長（うめだあけぼの学園） 

 オブザーバで参加してもらって、意見を

言ってもらえればいいかと。 

 

司会勝田（障がい福祉センター） 

事務連絡 

次回第２回こども部会は令和元年９月３

日（火）１４時より同じ会場で行います。 

 

これで第1回こども部会を終了します。

本日はありがとうございました。 

 


